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茨城県牛久沼で観察 されたコブハクチ ョウによる
ヒメガマ地下茎に対す る採食行動

渡辺朝 一

310－0032水 戸 市 元 山 町2－2－33－202

日本列島には北 日本や 日本海側を中心 に、大型の水禽であるガン ・ハクチ ョウ類 が

渡来 し、越冬す る。これ らのガン ・ハクチ ョウ類 は、内陸の池沼や水田、牧草地な ど

を生息域 としてい る。内陸の池沼はガン ・ハクチ ョウ類の塒や避難場所であるととも

に、生育する水草を食物資源 として利用す る採食場所でもある。

日本列島でみ られ るガン ・ハ クチ ョウ類 の越冬期の食物内容を内陸の池沼で調査 し

た筆者 らの調査 （渡辺ほか2008） では、ガン ・ハ クチ ョウ類 は、水辺 において特にマ

コモZizanialatifoliaの 地下茎を採食す るところが多 くみ られた。一方、マ コモ と

並ぶ一般的な抽水植物であるヨシPhragnitescommunis、 ヒメガマTyphaangustifolia

に対す る採食行動は、ごくわずか しか記録 されなかった。 ヨシ、ヒメガマがほ とん ど

採食 されなかった原因は不明であるが、両種の地下茎が堅かった り、化学物質 を含ん

でいた りするな ど、ガン ・ハクチ ョウ類 か らの被食 に対 して何 らかの防衛手段 を持 っ

てい る可能性、あるいはヒメガマの場合、水深 の深い場所に生育す るのでガン ・ハ ク

チ ョウ類か ら採食 されなかった可能性 などが考え られた。また、 ヨシ とヒメガマは、

被食 を受けて も再生力が高いマ コモ と異なって、ガン ・ハクチ ョウ類の被食を受けて

これ らの採食 しやすい場所か ら消失 して しまい、採食が記録 されなかった可能性など

も考え られた。 しか し、これ らは現時点ではいずれ も仮説であり、ヨシ、ヒメガマの

地下茎があま り採食 されなかった原因はあ くまで不明である。そのため、野外でガ

ン ・ハ クチ ョウ類 のヨシや ヒメガマに対す る採食行動がみ られた場合、その状況を詳

しく記録 しておき、なぜ採食行動が頻繁 にみられないのか とい う原因解明につなげる

ことが必要である。

ヒメガマは、ガマ科に属す る多年生の大型の抽水性植物である。全国の水辺に普通

にみ られ、水辺では水深によって陸側か らヨシ、次いでマコモ、最 も沖側 にヒメガマ

と、帯状の群落 を形成す るとされてお り（山崎1982） 、水辺における一般的な抽水植

物の一つである。その地下茎 は、横に長 く伸び る葡旬根茎で、径 は1．5～2cmと 比較的

太 く、色は赤褐色である（小幡ほか2006） 。

前記 した筆者 らの調査で、一度だけコブハ クチ ョウCygnuso70rに よるヒメガマの
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地下茎に対す る採食行動が記録 された。本稿では、その時の状況について述べ、今後

の観察に注意を喚起す ることを目的 とす る。

コブハクチ ョウによる ヒメガマの地下茎に対す る採食が観察されたのは、茨城県牛

久沼 （35°57’N、140°06’E）である。牛久沼は茨城県南部 に位置 し、開水面面積6 ．52k㎡、

平均水深1mの 池沼である（全国湖沼環境保全対策推進協議会2002） 。1977年 に皇居か

ら譲 られたつがいのコブハ クチ ョウが増え、野生化 している （龍ヶ崎市長公室1999） 。

前述の調査では、1997年11月 か ら1998年2月 まで、毎月2回 、牛久沼で見 られ るハ ク

チ ョウ類の採食行動 を記録 した。コブハクチ ョウによるヒメガマ地下茎の採食を観察

したのは、1997年11月3日 である。場所 は牛久沼に流入する西谷田川 の河 口に近い細

見橋下流の左岸 である。西谷 田川の左岸 の水 際は、 ヒメガマの群落が生育 してお り、

この場所につがい と考え られ る2羽 のコブハクチ ョウが遊泳 していた。この2羽 は両足

で水底 を掻 き、浮き上がった ヒメガマの地下茎を くわえ、ちぎって飲み込んでいた。

この2羽 は、至近距離か ら観察す る筆者をまったく警戒 していなかったが、その場所

での採食 を長 くは続けず、近 くの ヒメガマの陰に隠れて しまった。

この 日以降 も、牛久沼では2月 まで7回 の観察を行ない、コブハクチ ョウも毎回確認

したが、ヒメガマの地下茎に対す る採食行動 は全 く確認 されなかった。牛久沼におい

て も、コブハクチ ョウによるヒメガマの地下茎に対す る採食行動は、頻繁にみ られ る

行動ではない と考え られた。 しか し、1997年 の夏期 にもヒメガマの地下茎を くわえる

コブハクチ ョウを観察 した こともあり、注意深い観察により今後もヒメガマの地下茎

に対す る採食行動が観察 され る可能性 もある。

牛久沼におけるコブハ クチ ョウの生息状況 を教えていただいた、茨城県龍 ヶ崎市の

増 田義布氏 に厚 く御礼 申 し上げる。
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